
太
平
洋
諸
島
ス
ト
ッ
プ
Ｔ
Ｂ
会
議

結
核
研
究
所
国
際
協
力
部
企
画
調
査
科
長

須
知
雅
史

６
月
２６
日
〜
２９
日
、
フ
ラ
ン
ス
領
で

あ
る
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
ヌ
メ
ア
に

あ
る
太
平
洋
共
同
体
事
務
局（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

本
部
に
お
い
て
、
第
１
回
太
平
洋
諸
島

ス
ト
ッ
プ
Ｔ
Ｂ
会
議
が
、
同
事
務
局
と

世
界
保
健
機
関
西
太
平
洋
事
務
局
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
／
Ｗ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
２１

の
島
し
ょ
国
や
地
域
、
つ
ま
り
フ
ィ

ジ
ー
、
サ
モ
ア
、
バ
ヌ
ア
ツ
な
ど
の

国
々
、
そ
し
て
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
や

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
な
ど
の
地
域
（
米

領
や
仏
領
）
か
ら
、
１８
の
国
や
地
域
の

結
核
対
策
担
当
者
、
そ
し
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
結
核
対
策
専
門
家
、
Ｓ
Ｐ

Ｃ
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
事
務
局
関
係
者
な

ど
総
勢
６０
名
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
人
口
は
３
０
０
万

人
弱
と
小
さ
い
も
の
の
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
／
Ｗ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
３７
の
加
盟
国
・
地
域
の
う
ち
、

過
半
数
の
２１
が
含
ま
れ
て
お
り
（
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
除
く
）、
地
域
の

結
核
患
者
届
出
率
は
人
口
１０
万
対
５９
と

西
太
平
洋
地
域
の
平
均
５１
に
比
し
高
い

状
況
で
す
。
ま
た
、
人
々
は
多
く
の
小

さ
な
島
々
に
散
ら
ば
っ
て
生
活
し
て
お

り
、
適
切
な
患
者
発
見
と
治
療
の
提
供

が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ

こ
で
、
本
年
２
月
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
／
Ｗ
Ｐ
Ｒ

Ｏ
の
第
１
回
結
核
制
圧
技
術
諮
問
会
議

を
受
け
て
、
こ
の
地
域
の
特
徴
に
配
慮

し
な
が
ら
「
太
平
洋
ス
ト
ッ
プ
Ｔ
Ｂ
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
」
と
「
太
平
洋
結
核
制
圧

戦
略
計
画
」
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
た

の
が
今
回
の
会
議
で
し
た
。

会
議
で
は
、
世
界
や
西
太
平
洋
地
域

の
結
核
の
現
状
、
２
月
の
会
議
で
採
択

さ
れ
た
西
太
平
洋
地
域
の
結
核
制
圧
戦

略
計
画
が
説
明
さ
れ
、
続
い
て
参
加
各

国
の
結
核
対
策
へ
の
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
国
と
地
域
が

す
で
に
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
を
国
家
結
核
対

策
の
基
本
と
し
て
採
用
し
て
い
る
か
、

近
い
将
来
に
採
用
す
る
予
定
で
あ
り
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、

バ
ヌ
ア
ツ
な
ど
い
く
つ
か
を
除
く
国
と

地
域
で
は
、
全
国
で
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
が

展
開
さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
（
喀
痰
塗

抹
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
患
者
発

見
、
入
院
治
療
、
そ
し
て
治
療
成
績
の

評
価
ま
で
一
貫
し
て
で
き
る
結
核
基
本

ユ
ニ
ッ
ト
を
こ
の
地
域
で
は
こ
う
呼

ぶ
）
の
数
が
、
国
の
人
口
を
反
映
し
１

カ
所
か
ら
数
カ
所
と
少
な
か
っ
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
後
、
各
国
個
別
の
活
動
計
画
の

作
成
と
参
加
者
全
員
に
よ
る
戦
略
計
画

の
協
議
が
行
わ
れ
、
以
下
の
目
的
、
目

標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

目
的
―
�１
２
０
１
０
年
ま
で
に
太
平
洋

地
域
の
結
核
問
題
を
半
減
さ
せ
る
、

�２
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
を
保
健
シ
ス
テ
ム
開

発
の
国
の
計
画
と
調
和
さ
せ
る

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
実
施
の
目
標
―
す
べ
て

の
国
と
地
域
が
２
０
０
２
年
ま
で
に
Ｄ

Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
を
結
核
対
策
の
基
本
と
し

て
採
用
す
る
、
�２
２
０
０
５
年
ま
で
に

新
塗
抹
陽
性
患
者
の
す
べ
て
が
Ｄ
Ｏ
Ｔ

Ｓ
戦
略
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
、
�３
Ｄ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
戦
略
で
の
塗
抹
陽
性
肺
結
核
の
治

療
成
功
率
を
少
な
く
と
も
８５
％
に
保
つ
、

�４
推
定
新
塗
抹
陽
性
患
者
の
７０
％
を
発

見
す
る
、
加
え
て
、
保
健
シ
ス
テ
ム
開

発
、
薬
剤
供
給
と
薬
剤
の
質
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
評
価
に
つ
い
て
も
、
今
後
改

善
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

太
平
洋
と
い
う
広
大
な
地
域
に
散
在

す
る
人
々
、
し
か
し
、
そ
こ
に
も
ま
た
結

核
が
大
き
な
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
問
題
解
決
に
向
け
た
第
一
歩
が
し

る
さ
れ
た
４
日
間
の
会
議
で
し
た
。

第１回
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